
ム。勉強 したものを認証 してあげて、検定試験 と言 つた ら言い過ぎかも しれませんけれ ど

も、そ ういつたものを用意 してあげて質を高めてい く方がより現実的ではないのかなとい

うことで申 し上 げさせていただきま した。

も し私の言 つたことで前回誤解があるようで した ら、説明といいますか、弁明も含めま

して,言 発言 をさせていただきま した。

以上です。あ りがとうございま した。

○駒村委員長  どうもあ りがとうございます。専門職は学習意欲が高いというのはどの分

野でも同 じだな と思つております。政務官におかれま しては、適切なタイ ミングで御発言

いただければと思います。

ほか、委員の皆様、いかがで しょうか。活発な御意見をいただきたいと思います。

どうぞ。  |

〇馬袋委員 介護の仕事の共通的な理解の参考資料 として、委員の皆様にはお送 りさせて

いただきま した。民介協の方で製作発行 したケア「Care」 という冊子を、高校生の方々に

介護の仕事はどんな仕事かということでお配 りいた しま した。

約 2万 部つ くり、高校の方に、就職 とか進路指導の先生方にお送 りしたのですが、非常

に高い反応があ りま した。そこで介護の仕事はすごく魅力がある仕事 と再認識 していただ

きま した。介護 という仕事について、実はここにい らっしゃる委員の皆 さん、私 もそ うな

んで しょうけれ ども、介護の仕事 とは一体何をもって介護の仕事 としているのか というと

ころが意外と整理ができていな くて、国民の皆 さんへ全体的なところに体系 をちやん と整

理 してお示 しを しないといけないのではないかなというのを非常に思いま した。

なぜか と言います と、それまでは学校の中で介護の仕事に就 くなどとい うのは 3Kな ど

のイメニジが強 く、とんでもないと思つていたという人たちがこんなすば らしい仕事だつ

たのですね という回答が多く返 つてきたということは、そこに 1つ の答えもあるのではな

いかなというのが 1点 です。これは介護の人の人材 を確保するという入 り回のところに幅

広 く介護の仕事の魅力性 ということをしつか りと訴 えるというのが 1つ 必要だと思います。

それはなぜか というと、 1つ は介護の量の問題と、介護の専門職としての介護 というこ

とを少 し体系的にマ トリックスに して、整理をしてお くべき必要があるのではないか と思

います。

例えば介護保険制度に伴って介護の専門職、介護福祉士というのがなければ単位 とかの

申請ができないというサー ビスと、特に介護の専門性の人がいな くても介護員の人員の枠

としてカウン トできて しまうというサニ ビスもあります。その面では介護の絶対必要な量

の確保 と専門性 というところをちゃんと整理をしておかないといけないのではないかなと

思つています。

なぜか と申 しますと、訪問介護の場合では、最低でも今は 2級 以上の資格 を持たないと

現場のケアには入れません。 しか し、通所介護の場合で介護スタッフ無資格でも、介護な

どケアに入つています :施 設の部分でも多少無資格の方でも介護 という職、 トレーニング
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をされて仕事 をしているのが今の実態 としてあ ります。      '

そ ういう面では、介護の専門性 といつた ときに、幅広い介護の二=ズ がある中で、介護

の量 を確保することと、介護の専門性というところを整理 しないといけないのではないか

と思 います。私はその面では介護の専門性 というところでは しつか りと勉強 して次に上位

資格 を目指 していける。そういつたところをしつか り養成す ることとtそ の専門性 を持 つ

て医療 との連携だとか、内容の判断ができた り、さまざまな人を教育できるという人材 を

育てることが結果と して介護の量的なもの、また介護をよくするという形にな つて行 くの

ではないか というのを思 つています。

も う一点、介護という仕事は、実は日に見えません。水の入つたペッ トボ トルであれば

500mlと か入 つている量もわか りますが、介護の仕事は多分が目に見えないのは、無形だ

か らこそです。それ を しつか り「見える化」するべきです。一人ひとりの教育 と、資格 も

含めてその評価。それ とサニ ビスを行 うサー ビスのプロセスをちゃんと可視化 し、そ こを

クオ リテイーインジケニターというような内容で しつか り評価するようにするとい う両方

が必要です。介護の可視化、介護の仕事の評価性のところも しっか り整理する必要がある

と思 つ
し
てお ります。  J

以 上です。

○駒村委員長  どうもありがとうございます。専門性 と業務の種類 と質の資す る化 という

ことで、まさにそこは一体として関連 しているのだというお話をいただきま した。 これは

また整理 していきたいと思いますけれ ども、ほかの委員、いかがで しょうか。

石橋委員、よろしくお願いいた します。

○石橋委員 まず、前回の議論をお聞き したときに、共通 しているところは 1つ あつて、

なん といつても介護福祉士の社会的評価 を向上 しなければな らないということについては

皆 さん、共通 された認識 を持 つていたのではないかと思います。そのために必要なのは、

まず、介護労働に対す る評価が十分ではないということがあ りますので、介護労働の評価

を高めるために、待遇面の向上 というのをまず行 つていくことと同時に、先ほどか ら議論

されてお りますように生涯、意欲を持つて介護の現場で働けるような仕組みづ くり、キャ

リアアツプの仕組みの構築ということが何 より重要ではないかということであ り、その点

についても皆 さんも御異論がないのではないかと思つております。

なお :平 成 19年 に社会福祉士及び介護福祉士法の改正が行われたときに併せて必要なの

が人材確保 ということで、人材確保の基本指針の見直 しも行われてお りま して、この指針

には、今申 し上げた ことも含めて幅広 く人材確保の対策が示 されてお りますか ら、そこは

国、行政の責任で しつか り取組んでいただきたいということが 1つ でございます。特に今

は山井厚生労働大臣政務官が来 られてお りますので、私の方か ら言わせてもらいますが、

民主党の公約では介護職員処遇改善交付金など介護職員の賃金を月額 4万 円上 げるとおつ

しゃってお りますので、その実現等に向けて努力 していただきたいということも併せてお

願 い したということを思 つているところで ございます。
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また、キ ャ リアア ップの仕組み導入に向 けて、次 の介護報酬改定の中に介護福祉 士の 資

格 を中核 に据 えて、一定の研修終 了者 な ども介護 報酬 で評価の対象に入れ てい くとい うこ

とも是非 お願 い したい。

介護福 祉 士の評価 を高めて い くためには 、資格取得方法の一元化が必要 であ り、 これ ま

では、養 成 校 を卒業 して国家試験 を受けな いルー トと、実務経験 3年 だ けで一定の教育 を

受 けな くて 国家試験 に合格すれ ば資格 を取れ るルー トが あ つた。 この よ うな変則 的 な資格

取得方法 が ほかの専門職 と比べ て資格その ものの評価 が低 くなる原因の一端ではなか った

かな と思 つてお りますので、今 回平成 19年 の法律 改正 において、全 ての ものが二 定の養 成

過程 を経 て 、国家試験 に合格 して介護福祉 士の資格 を取得す る とい う資格取得方法 の本 来

あるべ き姿 にな つたわ けです ので、その基本的な考 え方 は守 つて いただ きたい。

では一 定 の教育課程 については何 だ とい うことを考 えます ときに、その ときも議 論が あ

つた と思 い ます けれ ども、資格取得 において介護 を必要 とす る幅広 い利用者 に対す る基本

的な介護 を提供 できる能 力を養 うため、11の 到達 目標 が達成で きるよ う 1,800時 間 の養 成

カ リキ ュ ラムが必要だ とい うことです。

ただ し、 そ うはいって も現場の方たちに も働 きなが ら資格 を取 つて いただ くため に、実

務経験 3年 の読み替 え をどの よ うにす るの か とい うことで多少議論が あ つた と思 います け

れ ども、実 習等 を読み替 え して も、少な くとも半 数 ぐらいの時間数 、も しくは 8QO時 間 以

上の学ぶ べ き内容 につ いては、必要 ではな いかな と思 いますが、それ を 600時 間 に減 ら し

て いるわ けです か ら、それ 以上教育 内容 についての時間数 を減 ら して しま った ら、本 当の

意味 で受験 資格要件が担保 され ているのか疑・間 を抱 か ざるえません。 したが って、そ この

ところに つ いての認識 はきちん と持 つていただ きた い。

また、先 ほ どのア ンケー トの 中に、介護福祉士の資格 を取 つた者 も答 えてお ります けれ

ども、一 定 の 600時 間 以上の研修の必要性 の認識 については、資格 を取 つた者 の回答 を見

ます と、要 らな い と答 えた者 に比べ ると、必要 と答 えた者が 多い とい う実体が ある とい う

ことは、や は り現場経験 を踏 まえて、介護福祉士 と して働 いている方達 は学ぶ ことの必要

性 を更 に認 識 された とい うことではないか とい うことです。その ことも考慮 して いただ き、

一定の教 育 で学ぶ ことの重要性 についても認識 して いただ きたい と思 います。

前 回も 申 し上 げま したが、生涯 、介護の現場で働 いてい くためには、基礎教育 の間 に将

来伸 びて い くための種 をま く、将来の展望 を見据 え る、その ことについての学 び とい うの

が重要 で あ り、

介護福 祉 士 の質の担保 と社 会 的評価 を高 め るために も一定の教育 、時間数 とい うのは必

要 で ある と思 います 。む しろ、議論すべ きは働 きなが ら学ぶ環境 をどの よ うに構 築 して い

くか 、 とい うことではないか と思 います :

○駒村委 員長  では、政務官 よろ しくお願 いいた します。

○山井厚 生 労働 大 臣政務官 途 中で来てま た途 中で退席 して、本 当に申 し訳 あ りません 。

今 、厚生労 働省 内事業仕分 けをや つている最 中で して、私が担 当の政務官なもので 申 し訳
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ございません。何 よりも大変お忙 しい中t貴 重なお時間を割いて先生方御主張いただき、

活発な議論をしていただいております ことに心より御礼申し上げます。

本 当は長妻大臣も参加 したいと申 してお りま したが、長妻大臣は今国会で答弁を してお

りますので、そ ういう関係で来 られな くて本当に申 し訳 ございません。

3点 、簡単にお話をさせていただきたいと思いますが、 1つ は今 日お配 りしてお ります

ように、厚生労働省のホームページで集めま したアンケー トの結果を発表 させていただき

ま した。

これはもう御議論 されたかもしれませんが、この結果についての 2ペ ージでは、質問 4、

介護福祉士の資格取得について「良 くないと思 う」が 37.3%、 42.6%の 方が 6か 月以上の

養成課程についての認識は 6か 月以上では長過ぎるということをお答えになつている。ま

た、 5ペ ージで介護福祉士の資格を持 つていない介護サー ビス従事者に聞 くと、 6か 月以

上の義務づけはよ くないと思 うが 50.7%と いうことになってお ります。

そ ういう意味ではまだまだ現場の方々にこの方針 というのは理解 してもらつていないの

かなとは思いますが、 これはホームページでアッ トランダムにや つたような形であ ります

か ら、今後もう一度検討会で調査をしていただけるということですので、是非多 くの現場

の方 々の声を聞 きなが ら今後議論をしていただければあ りがたいと思つてお ります。

2点 日は、介護保険は 10年 の折 り返 し地点と言われておりますが、私もつ くづ く感 じま

すのは、やは り在宅の弱 さということだと思います。在宅の弱 さの裏返 しが 42万 人も介護

施設の待機者がお られ るということで、具体的にいうと在宅の弱 さというのは何か という

と( 1つ には介護保険がスター トした当初、必要 と言われていた夜間も含めた循環型のホ

ームヘルプが 10年 経つても普及 していないということや、今回、特別養護老人ホームの中

でモデル事業をさせていただきま したが、たんの吸引や経管栄養 というような医療行為を

二定の研修を経た介護職員に してもらうということも今後必要になって くるのではないか

とい うことで、特月1養 護老人ホームでモデル事業も しているところであ ります。そ ういう

意味では目指すべ きは、在宅にいても介護施設並みのサー ビスがデ リバ リー というか配達

してもらえる。その ことによつて 、望めば在宅であろうが施設であろうが、それを当事者

が選ぶ ことができる、 自己決定。それが介護保険の 目指す理念だ と思います。

これか ら三世代同居が減 り、老夫婦世帯が増えていきます。老夫婦世帯が増えるという

ことは、もう先生方に対 しま しては釈迦に説法ですが、時間の問題でお一人暮 らしになる

方ボ非常に増えて くるわけですね。逆に同居をされていると夜間の巡回型ホTム ヘル プな

どは入 りに くい。一人暮 らしだつた ら逆に入 りやすいということもありますので、私たち

としても施設を当然増やすのと、もう一つは車の両輪で施設並みの施設に近いサー ビスを

どうや って在宅に届けていくことができるのか、そのことは経済的なことを考えても決 し

て病院や介護施設 をた くさん建てるよ り高 くつ くことにはならないのではないか と考 えて

お ります。

3点 日、最後にな りますが、石橋委員か らお話がありま したが、国会審議でもマニフエ
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ス トで約束 した 4万 円、ちゃんと上げて くれるのか という質問、何度もいただいてお りま

す。これについては鳩山総理も長妻大臣もマ手フェス トというのはほかの項 目もそ うです

が、 4年 以内に実行するという約束になってお りますので、 4年 以内にとにか く全国平均

で月額 4万 円、引き上げられるようにこれか らも努力 していきたい。

具体的には 2年 半で今の介護職員処遇改善基金がな くな りますので、必ず この 2年 半以

降も続 けていきたいと思ってお ります。ただ、これは基金の形になるのか、介護報酬の形

になるのか、それが半々になるのか、さまざまなや り方があ りますのでまだ決定的なこと

はいえませんが、 2年 半後もは しごを外すようなことはいた しません。

そ してこれ を続けていつて、何 とか 4年 以内に 4万 円というところに届 くように頑張つ

てい きヽたいと思います し、ここは厚生労働省だけの力では不十分ですけれ ども、首相官邸

や財務省、今、菅さんが財務大臣ですけれ ども、御理解をいただきなが ら、今までも申 し

上げてお りますように、私たちの政権では介護 と́い うのは単なる負担 とかそ ういうことで

はな くて、成長産業で雇用創出であって、最も社会的ニーズが高 く、夢の持てるプロフェ

ッシ ョナルが働 いていく職場だという積極的な介護政策というものを進めていきたいと思

うてお ります。

現場か ら厚生労働省は一番遠いところにおるわけで して、現場の皆さん方の御指導をい

ただきなが ら進めていきたいと思います。

どうか本 日もよろしくお願い します。

○駒村委員長  政務官、どうもありがとうございます。

では、引き続 き、委員の皆様か ら御意見をいただきたいと思います。よろしくお願いい

た します。

では、因委員、お願いいた します。

○因委員 先ほど、石橋委員が言われたこととほぼ同 じですけれ ども、介護福祉士教育は

本来 3年 ぐらいかけてや らなければいけないのではないかと思っています。それはなぜか

というと、生活を支援するということが今の若い方々には大変難 しいのです。養成校 を卒

業された方がなぜヘルパーにならないかというと、生活援助ができないと言われるんです。

一般的に家事援助 といわれていますが、それが大変難 しい。             ヽ

お茶 を入れて くださいと言 うと、お湯のみの中にぼんぼん とお茶の葉 を入れてお湯をジ

ヤー と入れてお茶を入れるという方々も出てきている ぐらい若い方たちの生活能力は落ち

ているわけです。ですか ら、そ ういうところを教育の中でもきちっと押 さえて現場に出さ

ないと、生活援助は難 しいのかなと。そ,う いうことも含めて 3年 |ぐ らいの学校教育は本来

必要であろうと思つていますので、そういうことを考えると、600時 間であろうと 800時

間であろうと 1,000時 間であろうと、教育というのは時間が長ければ長ほどいいとは思つ

ています。

ただ、現場 を担つているヘルパーか らすると、クラフ トュニオンの河原 さんがおっしゃ

ったように、大変厳 しいものがあるというのも理解 しています。それをどうやつてい くか



の問題で しょうけれ ども、 1つ は現場が教育するという能力が欠けています。現場にベテ

ランの介護職がいな くなってきている。ベテランになるとケアマネに移行 してい くとかそ

ういうことがあ りますので、現場で教育するということが難 しい。前回の検討会でもイン

ター ンジップのお話が出ていま したけれ ども、果た してどれだけ現場が協力できるのか と

いうのは本当に疑問視するところです。

ですか ら、た くさん勉強させることは必要だと思いますが、その仕組みづ くりをどうす

るかの問題だろうと思います。先ほど勉強 した人、資格を持 つている人と持たない人の違

いはないではないかなとおつしやつたので、私はそうではないということを言 つておきた

いと思います。

これは調査結果もあ りま してt例 えば訪間介護の現場で言 うと、サー ビス提供責任者、

ある利用者、ヘルパー さんと二者一体でアンケー ト調査 をしたことがあるんですが、その

結果を見てみると、やは り介護福祉士を持 つている人とか、 2級 で現場経験の長い人がい

い仕事 をしているというデータが出ています。ですので、そのために私たちは勉強す るん

だ と思 つていますので、大 した経験のない方でもいい仕事 をする方はおられるか も しれ志

せんが、それは塊 としてみた場合は勉強 している経験を積んでいる人が必ずいい仕事をさ

れ ると思いますが、いかがですか。

○河原委員 反論 していいので しようか。

○駒村委員長 今 日は一通 り皆さんの御意見をいただければ と思 つてお ります。長期的な

志 とい うのは皆 さん同 じだと思 うんですけれ ども、そのプロセスやステ ップが若千違 つて

お ります し、認識にも幅があると思いますので、今回は、今 日の時点では皆さんか らの一

通 りなるべ く広 く御意見いただければと思います。

浦野先生、よろしくお願い します。

O浦 野委員代理  全国経営協の浦野でございます。今 日は廣江に代わ りま して、 ピンチ ヒ

ッターでお邪魔 を してお ります。

前回の議事録 も拝読 をいた しま して、また今日も皆様方の御意見をいろいろ伺いま した

けれ ども、やは り基本的にもっと教育、学習が必要だということについてはどなたも異論

がないところだ ろうと思います。この 600時 間ということについて
二部には非常に負荷が

大 き過 ぎるとい う御意見もあるわけですけれ ども、問題はいかに して負荷がかか らない形

で 600時 間な らば 600時 間という学びを していくかということで、いかに障
.害
を除去 して

い くか と考えるべきだろうと思います。

その上で、例 えば何か一定の期間で 600時 間を集中的に学習 しなければいけないという

よ うな思い込みがあ り過ぎないかなと思います。介護福祉士の受験までには最低実務経験

が 3年 必要なわ けですか ら、この 3年 間をかけてこつこつと積み上げていって学習をする

ということも可能なわ けで、む しろそ ういう仕組みをメインに据えるということが必要な

のではないかなと。何か 6か 月以上というと、「以上」です けれ ども、6か 月間で短期集中

的に学習を しなければいけないというようなこととなると確かに現場に負荷がかか つて し
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まう。でも、仮に 3年 間で毎年 200時 間ずつと考えればどうだろうか とも考 えるわけです。

その上で、これは資料も拝見 しま したけれども、既存の基礎研修の話、ヘルパー研修の

話とこの養成課程 600時 間とどう接続 させるのか非常に難 しい :資 料 2の 20ペ ージを見ま

しても、幾つものルー トによって時間数が違って くるということにな ります。

基礎研修に しま しても、ヘルパー研修に しても、まさか介護福祉士になるためには必要

のない学習 を織 り込んでいるとは到底思えないわけですか ら、そ ういう意味では トータル

600時 間の範囲に収め得るんだ ろうと。も し収め得ないとすれば、介護福祉士に必要な 600

時間以外の ことを何か教えているんですか という話になつて しま うので、この際、幾つも

分立 した仕組み というのを一度整理 して、600時 間の中で例 えば第 1段 階、第 2段 階、第

3段 階というような形をとつて、例えば従来のヘルバー 2級 レベルのものを第 1段 階とし、

更に第 2段 階、第 3段 階。そ して第 3段 階を終了 した ら、介護福祉士の受験資格,で すよと

いうような形でやってい くということも 1つ の方法ではないかなと思つております。

その上で、やは り大事なことはこれも受講 しやすさということですけれ ども、 1つ には

一遍にとらな くてもいいとい う仕組みで、 1つ の科 目ごとに単位 として認定をしてい くと

いうようなや り方もとるべきではないかなと思つてお ります。

身近な例 を取 り上げれば、自動車教習所で 1つ の過程を受講するとハンコが 1つ もらえ

る、ここの過程は終わ りま したね と、この技能は習得 しま したね というよ うな形で運転免

許までたどり着 くという仕組みがあるわけです。それがそのままというわ けにはいかない

かもしれませんけれ ども、そのように して自分の体暇の取 りやすいときに、自分が今度取

ろうとしているこの過程をや つているところはどこかないかなというように して、 1つ ず

つスタンプを積み上げていって 600時 間の研修ができるというような仕組みも、そ ういう

単位制のような仕組み も考えられた らいいのではないかなと。そんないろんな工夫をして

いくと、
'そ
うそ う 600時 間というハー ドルが高 くならずに超えていける仕組み というのは

つ くり得るのだろうと思います。                      ′

勿論、介護業務というのは業務独占に今す ぐ短兵急に進む とは思えませんけれ ども、や

は り将来を考えると、介護福祉士 レベルの教育を受けた人が介護サー ビスのスタンダー ド

だという状態に持 つていくということは必要なんだ ろうと思います。そのためにはそ うい

うようななるべ く勉強 しやす いという仕組みをいろいろ工夫 してい くという方向で議論を

するべきではないかなと思つてお ります。

○駒村委員長  どうもありが とうございます。研修プロセスや知識や専門性の取得 プロセ

スというの を工夫 した らいかがかというお話だつたと思います。いろいろな皆さんの御意

見があつて、中には相反する御意見もあるかもしれませんけれ どもtで きましたら御意見

の背景になる実態調査 というかファク トがあればなおさら説得力があるか と思います。こ

う思 う、ああ思 うよ りは、ファク トをできるだけ委員の皆様か ら出 していただければと思

います :
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皆 さん、御意見いかがで しょうか。

では、川原委員、次にお願いいた します。

○川原委員 今の浦野委員代理の御発言に全 く同感なところですけれ ども、人材確保の間

題、介護人材の確保の問題はやは り魅 力ある職場に していかないと始ま らないということ

なんですが、その後に入つてこられた方たちが、長 く本当に資格を取つて働いていけるよ

うなところに していかないといけないと思つています。

3年 以上の実務経験 という形で言われているわけですけれ ども、少な くとも 3年 以上の

間にきちん とそれ こそ単位制 という形で単位を取つていければ、受験資格が生まれて くる

という形に していけば、この介護の仕事に入つてか らきちん とした 目標がつ くれてい くだ

ろうと思います。ですから、そういう形に持つていかないといけないのかなと。今回のホ

ームページでの意見でも、600時 間というのが非常に厳 しいということにな りますけれ ど

も、この厳 しいとい うのは養成校 とかで実際に受講 しないといけない:あ るいは通信で受

けないといけないという形になつて くると非常に厳 しいなという話だろうと思います。|

ところが、例えば私たち小 さな事業者団体ですけれ どもt私 たちの事業者団体でも認知

症の実践者研修 をや らせていただいています。実際、それだけでも 60時 間とか という形で

や っています。あるいは現場職員の研修なども位置づけてやつているわけです。ですか ら、

そ ういうものがきちん と単位 として認められていけば、本当にこれは相当軽減 されていく

ことにもな ります。現場で働 きなが ら実際のそういう単位が取れてい くという形になつて

いけば、毎 日働 きなが ら日々の積み重ねの中でそういう資格につながつてい く形がとれて

仕事の励みにもなるだろうなと思います。

それ こそ負荷がかか らない形で、特に私たちみたいな小規模な事業所、小規模多機能事

業所は本当に小さい事業所です。そこから実際にそれ こそスクー リングとかで多 くの時間

を割かれて しま うともう現場は絶対回 らない。だれも資格を取れないという話になつて し

ま うので、そうではない在 り方を是非入れていただきたいというところです。

特に小規模多機能の方か らお願いしたいのは、研修のカ リキユラムが 1回 決まつて しま

うと、それでずつと何年も、それ こそ 10年 も同 じカリキュラムでい くという形はおか しい

のだろうなと思います。やは り現場は本当にニーズに応 じて変化 しています。研修内容も

変わつてい くべきだ と思います。ですから、そういう研修は事業者団体 とかそ ういうとこ

ろが真 つ先に応えないと動かないわけですか らやつているわけです。研修ではそ ういうも

のがきちん と取 り入れ られるようなシステムに していかないと始ま らないなと感 じている

ところです。

以上です。

○駒村委員長  どうもありがとうございます。

是枝先生 tよ ろ しくお願いいた します。

○是枝委員 教育 というのは皆さん必要だということは合致 していると思います。そ して、

今 日の資料 1で もおわか りのように、基礎研修、ヘルバー 2級 、介護福祉士 と今あ ります
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けれ ども、整合性 というのが どうなっているかというと、なかなか この辺 りがいつも言わ

れているけれ ども、わか らない。そ して、何 とな くこうだろうということの方にいつて し

まうという辺 りの不安 というものが、非常に学ぶ という意欲 をそいでいるのではないかな

と思 うんです。

そ して、600時 間というものが出.て きて、これは必要であるということが大方の方々は

思つておられ ると思いますけれ ども、昨年 とその前、介護労働安定センターで研修 という

ことについて調査をした結果、60代 の方々、これは在宅のヘルパー さんたちですが、その

方々は研修は必要であるとは思 っている。 しか し、自分の年齢を考えると必要性を感 じな

いという結果があります。

でも、一方では 30代 の方は介護福祉士というものが これか らの介護 というものを担 って

いくのであれば、それは取 りたい。 しか し、時間がない。金銭的な助成というものはどう

だろうか ということが課題になっておりま した。そういうところを見ると、やは りどのよ

うに して取 つていくのか。

先ほど浦野委員代理がおつ しゃったように、いろんな研修 を している。 3年 経つて何か

ではな くて、 3年 の うちにどの科 目を取ればいいかという全体像があつて、そ こか ら取 つ

てい くとい う方法もいいだろうと思います。

もう一つは、 3年 くらいや つている方は、先ほど介養協か ら出された介護過程 というも

のが非常に重点的になると思います。その事例等を出 して、そこか ら基本的なことは何だ

というきちっと論理がわかるように、そ してそこに技術というものがどういうものか とい

うことをきちつとカ リキュラムの工夫の中で 1つ は考えるという方法もあるのではないか

と思うのですら幾つかの方法を出して、その置かれている人たちがどれを選ぶかというこ

とは柔軟 に選 んで、そ して到達 で きるよ うに していけばいい と思 います。

この 1,800時 間 とい うのは ど う しても最低限必要 な時間だ と思 うのです 。ですか ら、そ

れ に見合 うよ うな形で到達点が合致す るよ うな考 え方 とい うもの をい ろい ろ工夫すれ ば、

600時 間 とい うものは決 して重荷 になるとい うほ どではないのではないか と思 うの です 。

その代わ り、 い ろん なパ ター ンを考 える必要が あるの ではな いか と考 えて お ります 。

以上 です 。

○駒 村委員 長  平川委 員、お願 いいた します。

○平川委 員  大方、皆 さんが発言 され ていることは似通 つて いるよ うに思 います。 当然研

修 はそれ相 当にす るべ きであ つて、先ほ ど資格が いいか悪 いか とい う話 もあ りま した けれ

ども、資格 は決 して担保にはな らないと思 います。ただ、私 も医療の現場 にいて、ふ だん

の業務 では資格差 は余 り感 じませんが、急変時に どう対応す るか、例 えば、今 、突然 に呼

吸が止 ま つた人が 出た ら、勿論 一概 には言 えませんが、専門教育 を受 けた経験 ある資格者

の方が 、 よ り安心 であると私 た ちがそ うい う目で見て、保険 を取 つているのか も しれ ませ

ん。決 して資格が無駄 だ、経験 だ けで済む ものではな いとい うことはある と思 います 。

今 お話 を い ろいろ伺 つていて思 うのですが、いかに入 リロ、間 口を広 くして い くことが
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大切で、先ほど介護職紹介のパンフレッ トを見せてもらってす ごく感激 したのですが、介

護職のイメージを一変するような内容だつたので、ああいうものをどんどんやってもらつ

て、まずはとにか くこちらに興味の 目を向けてもらう。それは大事で して、更にその中で

資格 を取 つた後の夢といつたもの、こういうものを得 られるということも与えていかなけ

ればな らないと思 つています。

その中でも研修は重要で、先ほど言われたように、内容にはさま ざまな工夫があつてい

いと思います。各団体でもかな り有効な研修をやつてお りますので、それ をうま くつなぎ

合わせてやることで、効率的に研修ができると思います。

その上で、悪い研修をや つていれば国家試験は受か らないわけですか ら、それが一つの

担保にもな ります。国家試験に受か らないような研修では意味がないで しようし、内容が

良ければそれが通信であろうと、あるいは 0」 T中 心であつても良いと思います。その場

合、資格取得に向けての指導者といいますか、現場の研修担当者が重視 されなければな り

ません。職場の指導者資格者 をどうするかが大事ではないかなと思 っています。

ちなみに、私の老健施設は、今介護福祉士の資格を持 つている方が 90%以 上います 8当

然、入職 した時点で上級資格 を取 るものだという流れができていています。勿論指導者 も

いますか ら、ごく自然に勉強するものだという雰囲気をつ くつています し、勉強できる環

境をつ くつています。実は、ちょつと前まで介護福祉士率が 100%だ ったのですけれ ども、

間白を広げる トライアルとして実践型人材養成システムなどを使 つて、全 くの未経験者か

らつ くり上げていこうということをは じめま した。もう彼 らも介護福祉士 を目指 していま

す。また、外国人介護職 としてフィリピンの方も受け入れたので、介護福祉士率は下が つ

たんですけれ ども、研修への取 り組みは活発化 しています。   
・

私の施設では、中間管理職の主任 というのが 5人 いるのですけれ ども、 この 5人 全員、

たまたまなのかもしれませんけれども、養成校卒業者ではないのです。現場たたき上げで

資格 を取得 し主 任 にまで上が って きています。この辺は意 味が あるのかな と思 つています 。

研修を工夫することで、受講しやすい仕組みにすれば、彼らは先ほどから何度も話してい

るように上昇志向もあり、やる気になつているので、それをうまく生かすことで上に上が

うていきます。研修制度をかた くなにならずにみんなで工夫をしあつて、参加 しやすい仕

組みをつ くれば、私は 600時 間も決 して難 しいものではないと考えてお ります。 以上で

す。

○駒村委員長  田中先生、お願いいた します。

○田中委員 介養協の田中でございます。600時 間の運営の展開の方法について御議論が

あった と思 うのですけれ ども、我々は十分承知 してお りま して、現場の方々の物理的な時

間をどう解決す るかということで考えていたわけです。

例えば単位制 という話が ございま したけれ ども、期間を 1年 半 としま して、それを 4期 、

6期 に分けてそ ういう科 目をクラスターに して教えるという考え方 も考えてお ります。そ

ういうごとで、それは現場の方々といろいろ御相談 しなが らや り方については柔軟に対応
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していきたいと思 うのですけれ ども、 しか し、少な くとも我々が考えているのは、今の 5

割の国家試験の合格率を最低限 フ割、できた ら 8割 でいきたいなと思います と、集中的に

ある程度やった方がいいかなということもあるわけなんです。その辺は現場の事情 も考え

なが らやっていかなければいけないものですか ら、そこのところは皆さん と御相談 したい

と思 つております。

もう一点は、一番大事なのは待遇改善だ ということで、我々も卒業生を送 り出すのに本

当にこの制度ができたころは 19万 円の初任給で した。これは気の毒だと:我 々は教 え子を

出すのに本当に忍びないと思 つていたのですけれ ども、今度いろいろ改善 していただいた

ということです。

もう一つ、職場の人材確保 というためには、専門性を高めるということも、もう二点の

人材確保のポイン トではないかと思 つてお ります。この専門性は介護の場合に何だ と。介

護 とは何かということをおつし.ゃ いま したけれ ども、私たちは今度の厚労省の 19年 改正の

法律が、このカ リキュラムの中身がそこだ と、生活支援介護課程を展開 していくために医

療の知識だとか人間の尊厳だとかそ ういうものを学んで、よ り自立に向けた生活支援 をし

てい く。これは看護だとか社会福祉士 と違 う、独 自の介護の分野だと思つてお ります。

○駒村委員長  では、藤井委員、どうぞ。

○藤井委員 先ほど因委員と河原委員の方で介護福祉士を取 つている人が どうかで差があ

るか どうかという議論がありま したが、私たちが行った特養における全国調査では、直接

技術面ではあ りませんが、介護の仕事に内発的なや りがいを感 じるであるとか、介護の仕

事への向き合い方 とかという面で残念なが ら、介護福祉士とそ うでない方はそ う変わ らな

いという結果になつてお ります。

また、先ほど来、介護職員が専門職であるという議論がございますけれ ども、一般の労

働者 と性・年齢構成をそろえてウェブ調査 をやつたのですけれ ども、専門性や技術が高ま

ることを望むキャリアアンカー、キヤ リアを選択する際に譲れない価値を意味するェ ドガ

ー・シヤインの概念ですけれ ども、これは、決 して介護福祉士は高 くございません。私は、

こうした現状を変えていこうという前提で議論をしているんだと思 うんです 8で すか ら、

今の介護福祉士を前提 として 600時 間がどうのこうのということではな くして、これか ら

もう少 し専門性や意識の高い リーダー となれる介護福祉士と考 えたときに、どうい うもの

が必要かという議論をここで しているのだと思います。

その意味で 3点 ばか り申 し上げます。まず 1点 日ですが、やは り現場は時間がな くて大

変だ という話はそのとお りだと思 うのですが、ハー ドルを高める方が、そ して資料 1で お

まとめいただいた、裏腹 としての 4ペ ージにありますように、一部業務の独占も含めてと

事務局の方でおまとめいただぃているものがございま して、こういった前提でハー ドルを

きちん と高めるということが、資格の魅力や専門性・意識につながるということは十分あ

ると思います。これは現に前回申 し上げたか もしれませんが、20年 前か ら現在に至るまで、

看護が准看をやめて大学養成を主としようということで社会的な評価 と専門性・意識が高
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まつたとい うこともあり、近隣分野で認め られていることでございますので、私はまずそ

の考え方を前提にとるべきではないかと思います。

2番 目ですが、今 日の資料で言います と、もう一つインタ、ネッ ト調査の結果が ござい

ますが、政務官も事務局もおっ しゃったように、代表性がどれ ぐらいあるかということは

あるのです けれ ども、私がT番 注 目いた しま したのは、 9ペ ージ以降で ございます。41人

で しかないのですが、このホームページにアクセス して、答えようという医療看護師関係

者 というのは、この問題に高い興味関心を抱いて くださつている方々だ と思います。

,そ の方々の代表性の話は置きますが、 9ペ ージの一番下にありますよ うに 6か 月以上の

養成課程の義務づけの方向性はよいと思 うという のが :他 と違つてかな りの割合になつて

お ります。 この後を見ま しても、ほかの傾向と明 らかに違 う。これは恐 らく先ほどお話が

あ りま した急変時の対応が違 う云々の話が ございま したが、介護福祉士について、サイエ

ンテ イフイックなアセスメン トという面の教育が必ず しも十分ではないのではないかなと

いうことを思 うことがございます。そういつたことを医療関係の方々が連携なさるときに

感 じておられ るのではないかなと、これは読み過ぎかもしれませんけれ ども、そ ういうふ

うに思います。この医療従事者の声 というのは深刻に耳を傾 けるべきではないか と。

3番 目ですが、先ほど来どういう教え方をするか、600時 間の考え方の話がありま した

けれ ども、浦野委員代理、川原委員の意見に私は基本的に賛成でございます。私 自身も分

野は違いますが、現場で勤務する院生を教 える仕事 を してお ります。そ うします と、やは

り学ばなければいけない、現場で役立つ知 というのはサイエンスの部分 とクラフ トの部分

とアー トの部分がある。これは ミンツバーグが経営に関 して言つたことです。

サイエンス、つま り論理 とか科学性であるとか再現性が専門性を構成する中核であれば、

例えば弁護士でも公認会計士でもそ うですが、すべて試験が入 り口になつていいと思 うの

です。ところが、医師 とか看護師がかな りの技術教育 を踏んでいるのでおわか りのよ うに、

介護福祉士にとつてはクラフ ト、つま り匠 といいますか、手が動いて、 これがサイエンス

に結び付 くという部分をどれだけ勉強 したか ということが重要になつて くるのではないか

と思います。

現在の介護福祉士の養成課程において、養成校課程に しても 3年 現場経験ルー トに して

も、このクラフ トとサイエンスを結び付ける、あるいはアー トと結び付 けるという部分が

やや不十分な面があるのではないか、そ うしたときに 3年 間の現場経験だけで こられた方

が、きちん と現場でやつたことを科学的な目線で再度確認できる。そ うなったときに、先

ほど田中委員がおつしやったような、前回の繰 り返 しにな りますが、紙の通信教育 という

のは私は大反対でございます。きちんと現場におけるさまざまなことをサイエンテ ィフィ

ックに展開できる、説明できるといつたような教育がどのようになされ るかといつた こと

にな ります と、現場と養成校等が連携 しなが らやる仕組みを考えなければいけないんだろ

うと思います。

そ う考えたときに、600時 間というのは働きなが らという部分をどう読んでい くか。先
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